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香取秀真作「浩置物」高松宮家蔵

観
潮
台

九
月
二
十
三
日
(
秋
分
の
日
)
、

国
鉄
千
葉
駅
前
と
県
立
美
術
館
の

間
を
往
復
す
る
パ
ス
が
運
行
を
始

め
た
。
こ
の
日
、
美
術
館
貝
と
し

て
歴
史
を
体
験
す
る
た
め
、
第
一

便
の
始
発
時
刻
三
十
分
前
に
乗
り

場
、
「
千
葉
そ
ご
う
デ
パ
ー
ト
前
」

に
行
っ
た
。

パ
ス
は
も
ち
ろ
ん
き
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
付
近
を
散
策
中
に
同

じ
思
い
の
館
貝
三
人
と
合
流
し
、

日
曜
日
と
祝
日
だ
け
の
運
行
と
は

い
、
え
、
三
年
間
の
待
望
が
実
現
す

る
こ
と
を
喜
び
合
っ
た
。

九
時
三
十
分
過
ぎ
に
、
新
車
だ

と
い
う
「
県
立
美
術
館
行
」

の
パ

ス
が
姿
を
見
せ
た
。
静
か
に
歴
史

の
展
開
を
感
じ
な
が
ら
乗
車
し
た

ら
、
千
葉
市
弁
天
町
の
高
橋
常
吉

さ
ん
が
お
孫
き
ん
と
共
に
乗
り
こ

ん
で
き
た
。
定
刻
九
時
四
十
分
「

こ
の
事
は
県
立
美
術
館
行
の
ワ
ン

マ
ン
パ
ス

ー
」
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

で
発
車
し
た
が
、
約
七
分
で
終
点

の
美
術
館
構
内
に
到
着
し
た
。

陸
の
孤
島
か
ら
脱
す
る
第
一
歩

が
始
ま
っ
た
わ
け
だ
が
、
会
社
や

陸
運
事
務
所
な
ど
の
関
係
者
の
努

力
と
誠
意
の
詰
果
た
と
:
小
に
い

い
聞
か
せ
た
。

(
高
橋
在
久
)



みる・かたる・つくる-

は
じ
め
に

東
京
芸
術
大
学
の
本
部
前
に
、

平
櫛
田
中
翁
作
の
「
奮
据
発
典
先

生
像
」

が
立
っ
て
い
る
。
今
回
の

特
別
展
の
会
場
で
は
、
入
口
に
菅

原
安
男
作
「
秀
真
先
生
像
」
の
木

彫
が
、
香
取
秀
真
の
面
影
を
伝
え

て
い
る
。

子
息
香
取
正
彦
氏
の
「
父
は
私

や
門
人
た
ち
に
は
極
め
て
厳
格
で

気
の
短
い
人
で
あ
っ
た
が
、
一
方

で
は
人
情
に
厚
く
;
:
」
と
語
る

こ
と
く
、
作
家
と
し
て
の
厳
し
さ

の
背
景
に
や
さ
し
さ
と
正
し
さ
の

あ
る
人
で
あ
っ
た
。
門
人
の
め
ん

ど
う
を
よ
く
み
て
、
ま
た
、
園
を

ぅ
け
た
人
々
に
対
し
て
は
、
生
温

感
謝
の
念
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

香
取
秀
真
の
胸
像
が
、
そ
の
謹

厳
を
人
柄
を
知
る
よ
す
が
に
な
っ

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

故
郷
印
波

香
取
秀
真
は
、
明
治
七
年
一
月

一
日
に
千
葉
県
印
旛
郵
船
種
村
(

現
・
印
西
町
船
尾
)
に
生
れ
た
。

父
は
蔵
之
助
秀
晴
、
母
は
た
ま
。

本
名
は
秀
治
郎
で
、
秀
真
は
そ
の

号
で
あ
る
。
別
号
に
六
斎
・
梅
花

亭
・
道
歓
山
房
主
人
等
が
あ
る
。

元
旦
に
生
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考

み
ち
れ
る
が
、
寒
中
に
咲
く
梅
の

●

花
を
好
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

郷
里
船
尾
は
、
印
旛
沼
の
源
を

発
す
る
土
地
で
あ
り
、
秀
真
の
生

れ
た
当
時
は
七
八
十
戸
程
の
農
村

で
あ
っ
た
。

先
祖
は
、
代
々
産
土
神
で
あ
る

宗
像
神
社
の
神
官
を
つ
と
め
、
生

家
の
香
取
家
は
分
家
で
あ
り
、
母

た
ま
は
、
本
家
の
神
主
香
取
伊
予

正
栄
秀
の
一
人
娘
で
あ
っ
た
。

明
治
十
一
年
四
歳
の
時
、
印
旛

郡
佐
倉
町
鏑
木
(
現
・
佐
倉
市
鏑

木
)

の
親
戚
で
あ
る
麻
賀
多
神
社

神
官
の
郡
司
秀
綱
の
養
子
と
な
っ

た
。
あ
ま
り
に
幼
か
っ
だ
の
で
、

一
度
生
家
に
も
ど
り
、
七
歳
の
時

再
び
郡
司
家
に
入
っ
た
と
い
う
o

郡
司
幹
雄
氏
の

「
香
取
秀
真
-

伝
統
工
芸
の
指
導
者
̃
」
(
県
立
上

総
博
物
館
「
千
葉
県
先
覚
展
」
)
に

ょ
九
は
、
養
父
秀
綱
は
、
秀
真
を

神
主
の
あ
と
つ
ぎ
と
し
て
迎
え
た

に
も
か
か
ね
ら
ず
、
彼
の
才
能
を

い
ち
は
や
く
認
め
て
、
郡
司
家
の

相
当
な
土
地
を
手
渡
し
て
ま
で
、

秀
真
を
東
京
美
術
学
校
へ
送
っ
た
。

秀
真
自
身
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
感
謝
し
「
私
の
東
京
遊
学
は
養

父
の
恩
恵
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
」

と
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
香
取

姓
に
も
ど
っ
て
か
ら
も
、
生
涯
養

父
母
に
も
孝
養
を
つ
く
牛
て
い
る
。

秀
真
が
、
美
術
家
に
な
っ
た
背
景

に
、
養
父
秀
綱
の
理
解
と
援
助
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

郡
司
秀
綱
は
、
真
淵
門
の
流
れ

を
く
む
国
学
を
学
ん
だ
人
で
あ
り
、

礼
儀
正
し
い
人
で
あ
っ
た
、
と
秀

真
は
回
想
し
て
い
る
。

十
七
歳
で
上
京
す
る
ま
で
過
し

た
佐
倉
は
、
進
取
の
気
風
の
盛
ん

な
土
地
で
あ
り
、
洋
画
家
浅
井
忠

を
は
じ
め
多
く
の
先
覚
者
を
世
に

送
っ
た
城
下
町
で
あ
る
。

少
年
の
頃
の
秀
真
は
、
縄
文
式

や
弥
生
式
土
器
な
ど
を
発
見
し
た

り
、
仏
像
を
観
た
り
、
勾
玉
を
拾

っ
た
り
し
て
、
折
に
ふ
れ
て
古
美

術
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

今
回
の
特
別
展
に
出
品
中
の
軸

物
に
「
故
郷
印
波
」

の
落
款
が
み

ら
れ
る
。
秀
真
の
郷
土
に
対
す
る

想
い
が
感
じ
ら
れ
興
味
深
い
。

後
年
、
帝
室
技
芸
貝
や
重
要
美

術
品
調
査
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、

秀
真
が
郷
土
千
葉
県
の
鳥
美
術
品

発
見
の
調
査
を
行
な
う
よ
う
に
な

り
、
多
く
の
文
化
財
が
保
護
さ
れ

た
、
と
千
葉
県
が
県
誕
生
百
年
を

記
念
し
て
出
版
し
た
「
千
葉
県
の

先
覚
」

に
記
さ
れ
て
い
る
。

鋳
金
家
・
学
者
・
歌
人

明
治
二
十
五
年
に
、
秀
真
は
東

京
美
術
学
校
に
入
学
し
た
。
鋳
金

科
は
、
明
治
二
十
二
年
に
設
置
さ

一
γ

れ
た
ば
か
り
の
こ
と
で
、
蛾
型
の

名
人
と
い
ね
れ
た
大
島
如
雲
等
に

学
ん
だ
。
在
学
中
に
校
友
会
の
展

覧
会
が
あ
り
、
二
等
褒
状
を
受
け

た
が
、
「
日
本
鋳
工
史
稿
」
に
よ
れ

ば
、
鋳
金
作
品
が
こ
の
よ
う
な
展

覧
会
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
最
初

の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。

明
治
三
十
年
卒
業
後
、
鋳
金
家

と
し
て
の
秀
真
の
活
躍
は
め
ざ
ま

し
い
も
の
で
あ
り
、
日
本
美
術
協

会
展
で
一
等
を
受
け
た
り
、
パ
リ

大
博
覧
会
で
銀
賞
牌
を
受
け
た
り
、

以
後
も
順
調
に
受
賞
を
重
ね
て
い

る
。秀

真
の
卒
業
し
た
翌
三
十
一
年

に
、
岡
倉
天
心
校
長
ら
が
美
校
を

去
る
、
い
ね
ゆ
る
「
美
校
騒
動
」
が

起
る
。
こ
の
頃
秀
真
に
助
教
授
の

ポ
ス
ト
が
用
意
さ
れ
た
が
、
秀
真

は
こ
れ
を
固
辞
し
て
、
古
代
金
工

の
研
究
を
始
め
て
い
る
。

鋳
金
作
家
と
し
て
輝
し
い
仕
事

を
発
表
し
つ
づ
げ
ろ
一
方
で
、
秀

真
は
日
本
金
工
史
の
学
問
の
先
達

と
し
て
、
丹
念
に
金
工
史
実
の
研

究
を
行
な
っ
て
い
る
。
四
十
冊
以

上
に
及
ぶ
著
作
と
、
明
治
、
大
正
、

昭
和
と
長
年
に
わ
た
っ
て
毎
年
発

表
さ
れ
た
研
究
論
文
に
は
、
秀
真

の
限
り
な
い
探
究
心
の
結
晶
で
あ

る
。
金
工
史
家
と
し
て
も
第
一
人

者
で
あ
っ
た
香
取
秀
真
の
研
究
な

く
し
て
、
今
日
の
金
工
研
究
は
あ

ー
2

-



-みる・かたる・つくる

り
得
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
一
方
で
は
、
歌
人
と
し
て

も
活
躍
し
、
明
治
三
十
二
年
以
来

正
岡
子
規
の
教
え
を
受
け
、
伊
藤

左
千
夫
・
蕨
真
ら
と
「
馬
酔
木
」

や
「
阿
羅
々
木
」
等
の
刊
行
に
努

力
し
て
い
る
。
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
元

老
と
し
て
も
知
ち
れ
て
い
る
。

鋳
金
家
で
あ
り
、
学
者
・
歌
人

と
し
て
も
第
一
線
で
活
躍
し
た
香

取
秀
真
の
業
績
は
、
天
賦
の
才
能

と
そ
れ
を
上
ま
わ
る
努
力
と
に
よ

る
も
の
と
思
う
。

作
歌
活
動
に
つ
い
て
は
、
一
時

中
断
し
か
け
た
時
に
、
東
京
田
端

の
隣
人
で
あ
っ
た
芥
川
龍
之
介
に

再
び
作
歌
す
る
よ
う
に
と
す
す
め

ら
れ
た
と
い
う
。
芥
川
は
、
秀
真

を
「
お
隣
り
の
先
生
」

と
呼
び
、

「
僕
は
先
生
と
隣
り
住
み
た
る
だ

ゆ
形
ち
の
美
し
き
を
学
び
た
り
」

と
作
品
「
田
端
人
」

に
書
い
て
い

る
ほ
ど
深
い
交
際
を
し
て
い
る
。

秀
真
は
、
鋳
金
界
の
み
な
ら
ず

工
芸
界
全
体
の
発
展
の
た
め
に
尽

力
し
た
。
明
治
四
十
年
、
鋳
金
家

の
団
体
で
あ
る
東
京
鋳
金
会
を
結

成
し
、
幹
事
と
し
て
活
躍
し
た
。

大
正
八
年
に
は
、
工
芸
家
の
団
結

を
は
か
る
工
芸
済
々
会
を
、
親
友

の
板
谷
波
山
や
津
田
信
夫
・
赤
塚

自
得
・
六
角
紫
水
・
清
水
亀
麗
ら

と
共
に
結
成
し
た
。

秀
真
ら
工
芸
家
の
帝
展
加
入
を

●

め
ざ
す
運
動
が
実
を
結
び
、
昭
和

二
年
第
八
回
帝
展
に
、
第
四
部
と

し
て
工
芸
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
四

十
年
文
展
が
開
催
さ
れ
て
以
来
の

工
芸
界
の
悲
願
で
あ
っ
た
。
秀
真

は
、
板
谷
波
山
ら
と
共
に
審
査
員

に
推
さ
れ
た
。

こ
の
間
の
苦
労
を
、
秀
真
自
身

「
明
治
三
十
七
八
年
頃
か
ら
、
電

車
賃
に
も
事
欠
き
つ
つ
、
工
芸
の

団
体
の
為
に
は
頗
る
尽
力
し
て
来

た
。
展
覧
会
の
事
務
、
審
査
の
事

務
等
現
今
の
言
葉
で
言
ふ
な
ら
ば

〃
血
の
出
る
様
な
〃
真
剣
さ
を
以

て
一
貫
し
て
来
た
。
」
と
語
っ
て
い

る
。秀

真
は
、
明
治
三
十
六
年
以
来
、

東
京
美
術
学
校
で
鋳
金
史
・
彫
金

史
を
講
じ
、
昭
和
十
八
年
ま
で
東

京
美
術
学
校
の
教
授
と
し
て
在
職

し
、
後
進
の
指
導
に
当
っ
た
。

秀
真
の
教
え
を
受
け
た
弟
子
た

ち
も
そ
れ
ぞ
れ
鋳
金
界
に
名
を
な

し
、
近
代
美
術
史
上
に
お
け
る
秀

真
の
存
在
は
誠
に
偉
大
で
あ
る
。

帝
室
博
物
館
学
芸
委
員
、
重
要

美
術
品
調
査
会
委
員
、
帝
室
技
芸

員
、
芸
術
院
会
員
等
を
歴
任
し
、

ね
が
国
美
術
の
発
展
と
保
存
に
貢

献
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
、
鋳
金
家
と
し

て
初
め
て
文
化
勲
章
を
、
陶
芸
家

板
谷
波
山
と
共
に
受
章
し
た
。

特
別
展
の
中
で

本
展
覧
会
に
は
、
香
取
秀
真
の

作
品
七
十
六
点
を
、
香
炉
・
霞
物
・

花
瓶
・
茶
釜
・
火
鉢
・
銅
印
篭
に

種
類
別
に
展
示
し
た
。

さ
ら
に
秀
真
の
師
大
島
如
雲
、

友
人
板
谷
波
山
、
弟
子
佐
々
木
象

堂
・
魚
住
為
楽
・
北
原
子
鹿
・
内

藤
春
治
・
長
野
塘
志
、
子
息
香
取

正
彦
の
諸
作
品
二
十
三
点
を
展
示

し
て
い
る
。

ま
た
、
別
室
に

「
香
取
秀
真
と

そ
の
間
辺
・
資
料
展
示
室
」

を
特

設
し
、
背
景
資
料
を
展
示
し
、
金

工
史
家
と
し
て
、
歌
人
と
し
て
の

秀
真
の
紹
介
を
行
な
っ
て
い
る
。

同
時
に
、
鋳
金
制
作
の
過
程
を
三

十
四
枚
の
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
、
鋳

金
技
法
を
理
解
す
る
一
助
と
し
て

展
示
し
た
。

秀
真
の
作
品
中
、
香
炉
が
九
点

出
品
さ
れ
て
い
る
。
明
治
以
来
、

秀
真
が
官
展
に
出
品
し
た
も
の
の

中
で
は
、
香
炉
が
一
番
多
い
よ
う

で
あ
る
。
特
に
、
昭
和
十
六
年
以

降
、
最
後
の
日
展
出
品
作
と
な
っ

た
昭
和
二
十
八
年
作
「
み
み
づ
く

香
炉
」

ま
で
、
全
て
香
炉
の
作
品

で
あ
る
。

秀
真
の
門
人
で
、
彫
刻
家
の
大

川
遣
一
氏
か
ら
「
鳩
香
炉
」

が
代

表
作
の
一
つ
と
目
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
お
話
を
か
っ
て
伺
っ
た
こ

\●

と
が
あ
っ
た
。

今
回
、
展
示
中
の

「
鳩
香
炉
」

の
、
男
臭
自
身
に
よ
る
箱
書
を
見

る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
「
こ
の
鳩

香
炉
の
作
を
境
界
と
し
て
秀
真
の

作
品
に
一
線
を
画
す
ぺ
し
」
(
七
十

九
才
の
春
四
月
)

と
あ
っ
た
。

制
作
年
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ

た
の
だ
が
、
表
紙
に

「
昭
和
十
八

年
秋
」

と
あ
る
秀
真
の
図
案
帳
の

中
に
、
こ
の

「
鳩
香
炉
」

の
下
図

デ
ッ
サ
ン
を
み
つ
け
た
。
そ
こ
に

は
「
十
九
年
五
月
中
儀
液
成
」
「
一

月
四
日
ノ
図
二
テ
松
坂
屋
巨
匠
展
」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
昭
和
十
九

年
の
作
品
で
あ
る
と
判
っ
た
。

展
示
中
の
香
炉
を
毎
日
観
て
い

る
と
、
晩
年
に
な
っ
て
く
る
に
し

た
が
っ
て
模
様
が
単
純
化
さ
れ
て

き
て
、
造
形
的
な
面
が
強
く
打
出

さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

模
様
は
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
の
意

味
か
ら
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。

「
鳩
香
炉
」
を
経
て
、
昭
和
二

十
一
年
作
「
宝
船
香
炉
」
以
下
「

笑
獅
子
香
炉
」
「
木
菟
香
炉
」
「
虎
香

炉
」
「
み
み
づ
く
香
炉
」

と
続
く

作
品
群
に
は
、
香
炉
と
し
て
の
機

能
を
持
っ
た
置
物
と
い
っ
た
意
味

の
、
造
形
的
な
変
化
が
感
じ
ら
れ

る
。秀

真
の
作
風
を
古
典
的
な
美
と

一
般
に
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
香
炉
の
近
代

的
な
感
覚
に
は
、
そ
の
言
葉
だ
け

で
は
い
い
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る

よ
う
だ
。お

わ
り
に

文
化
勲
章
を
受
章
し
た
翌
年
、

昭
和
二
十
九
年
正
月
、
秀
真
は
新

年
歌
会
召
人
と
し
て
宮
中
に
参
内

し
た
。
そ
の
時
の
召
歌
を
、
資
料

展
示
室
に
展
示
し
た
。
.

「
新
年
同
詠
林
応
制
歌
、
日
本

芸
術
院
会
員
香
取
秀
治
郎
上

し
た
く
き
の
く
ち
は
の

い
ろ
の
あ
か
る
さ
に
な
ら

水
割
娩

」

歌
召
人
と
し
て
出
か
け
る
朝
に

し
た
た
め
た
書
を

「
絶
筆
」

と

し
て
展
示
し
た
。

「
一
月
十
二
日

鉢
樋
の
梅
勾
ふ
家
ゆ

新
年
の
歌
会
に
い
そ
く

召
人
お
れ
は

め
し
歌
の
は
ま
れ
寿
し

召
人
の
仰
せ
か
し
こ
し

語
り
つ
く
べ
し八

十
一
老
秀
真
」

宮
中
よ
り
も
ど
っ
た
男
臭
は
、

風
邪
を
こ
じ
ら
せ
、
床
に
臥
し
た
。

一
月
三
十
一
日
急
性
肺
炎
の
た
め

世
田
谷
の
自
宅
で
永
眠
し
た
。

(
学
芸
員
米
田
耕
司
)
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香
取
秀
真
文
献
日
録◎

印
本
館
所
蔵

*
著

◎
磐

大
正
1
 
0
年

東
京
美
術
学

校
内
工
芸
美
術
会

◎
金
談
と
鰐
口

大
正
1
 
2
年
私
刊

書
*

斑
鳩
の
録
光
-
御
物
金
銅
大
幡

に
就
て
-

大
正
1
 
5
年

大
雄

閣
書
房

◎
日
本
古
鏡
図
録

明
治
4
5
年

東
京
鋳
金
会

◎
金
銅
仏
写
真
集

大
正
元
年

東
京
鋳
金
会

◎
古
京
遺
文
(
山
田
孝
雄
と
共
著
)

大
正
元
年

宝
文
館

◎
日
本
鋳
工
史
稿

大
正
3
年

甲
寅
叢
書
刊
行
会

℃
釜
師
系
譜

大
正
3
年

東
京

鋳
金
会

○
茶
湯
釜
図
録

附
録
新
撰
釜
師

系
譜

大
正
3
午

東
京
鋳
金

会
〇
日
本
金
燈
籠
年
表

大
正
5
年

東
京
鋳
金
会

○
好
古
山
陰
迷
求
利

大
正
9
午

私
利

○
熊
野
新
宮
手
筈
と
檜
扇

大
正

1
0
年

東
京
美
術
学
校
内
工
芸

美
術
会

○
安
民

昭
和
4
年

私
利

○
新
撰
釜
師
系
譜

昭
和
5
年

私
利

○
金
工
史

昭
和
5
隼

雄
山
閣

○
支
那
の
金
工

昭
和
6
年

万

里
閣

○
仏
具

錫
杖

昭
和
6
年

日

東
書
院

○
支
那
の
古
銅
器

昭
和
6
年

私
刊

○
支
那
の
金
工
に
つ
い
て

昭
和

6
年

啓
明
会

○
支
那
工
芸
図
鑑

金
工
篇

昭

和
7
年

帝
国
工
芸
会

◎
日
本
金
工
史

昭
和
7
隼

雄

山
閻

○
和
鏡
の
話

昭
和
7
年

美
術

懇
話
会

○
新
撰
茶
湯
釜
図
録

昭
和
8
年

宝
雲
合

●

○
日
本
鋳
工
史

京
都
鋳
工
鏡
師

名
詩

昭
和
9
年
郷
土
研
究
社

○
水
滴
図
解

昭
和
9
年

私
刊

◎
随
筆
ふ
い
ご
祭

昭
和
1
0
年

学
芸
書
院

○
鉄
瓶
図
録

昭
和
1
0
年

私
利

○
仏
像
鋳
造
法

昭
和
n
隼

雄

山
閣

○
正
岡
子
規
を
中
心
に

昭
和
1
 
1

年

学
芸
書
院

○
歌
集
天
之
真
樹

昭
和
u
年

学
芸
書
院

○
東
大
寺
大
仏
の
鋳
造
に
つ
い
て

昭
和
1
2
年

私
利

○
茶
釜
の
歴
史

昭
和
1
2
年

創

元
社

○
茶
器
中
の
金
物
類

昭
和
1
2
牛

創
元
社

○
和
鏡
図
解

昭
和
1
3
年

私
利

○
大
島
加
害
先
生
年
譜

昭
和
1
6

年

東
京
鋳
金
会

◎
金
工
史
談
昭
和
1
6
年
椴
書
房

◎
日
本
の
鋳
金

昭
和
1
7
年

三

笠
書
房

◎
続
金
工
史
談

昭
和
宣
8
年

櫻

書
房

○
御
物
釜
と
好
み
も
の

私
刊

○
精
妙
清
華

私
刊

○
梅
華
翁
鋳
印
(
二
冊
)

私
刊

○
秀
真
先
生
印
譜

昭
和
2
1
年

椴
書
房

◎
歌
集
還
暦
以
後

昭
和
2
2
年

香
取
秀
真
先
生
古
締
結
念
会

◎
鋳
物
師
の
話

昭
和
2
2
手

話

談
社

○
江
戸
鋳
物
師
名
譜

昭
和
2
7
年

私
利

○
香
取
秀
貴
会
歌
集

昭
和
3
1
年

中
央
公
論
社

◎
日
本
金
工
談
叢

昭
和
3
3
年

中
央
公
論
美
術
出
版

*
評

伝

等
*

○
香
取
秀
真
氏

坂
井
犀
水

美

術
新
報

明
治
4
5
年
ニ
ー
九

〇
香
取
秀
真

千
葉
県
歴
史

昭

和
4
年

○
懐
旧
談
1
̃
5

ア
ラ
ラ
ギ

昭
和
2
4
̃
2
5
年

四
二
-
言
-
二
、

墨
-
二
-
四

〇
秀
真
翁

深
川
正
一
郎

ホ
ト

ト
ギ
ス

昭
和
2
6
年

茜
-
一
二

〇
香
取
秀
真
先
生
の
著
書

柴
田

青
田

日
本
古
書
通
信

昭
和

2
9
年
一
九
-
三

°
香
取
秀
真
翁

館
林
唐
一
郎

日
本
美
術
工
芸

昭
和
2
9
年

○
香
取
秀
真
翁
の
片
影

佐
藤
堅

司

房
総
展
望

昭
和
2
9
年

八
-
一

〇
私
の
生
涯

中
央
公
論

昭
和

2
9
年

六
九
-
一

◎
日
本
美
術
年
鑑

昭
和
0
0
年
版

昭
和
3
1
年

美
術
研
究
所

○
香
取
秀
真
の
芸
術
と
生
涯

(
資

●

料
篇
)
昭
和
3
0
年

東
京
芸
術

大
学
鋳
金
教
室

◎
鋳
金
近
代
史
稿

昭
和
3
2
年

鋳
金
家
協
会

○
香
取
秀
真
の
生
立
ち

(
房
総
美

術
風
土
記
2
7
)

中
地
昭
男

子

葉
日
報
4
8
・
8
・
5

0
香
取
秀
真

千
葉
県
の
先
覚

昭
和
4
8
年

千
葉
県
企
画
部
県

民
課

○
香
取
秀
真

千
葉
県
先
覚
展

昭
和
4
8
年

千
葉
県
立
上
総
博

物
館

○
佐
倉
地
方
文
化
財

第
七
号

昭
和
4
9
年

佐
倉
市
文
化
財
保

護
協
会

◎
文
壇
資
料
(
田
端
文
士
村
)
近

藤
富
枝

昭
和
5
0
年

講
談
社

◎
近
代
日
本
工
芸
の
巨
匠
展

昭

和
5
0
年

千
葉
県
立
美
術
館

◎
佐
倉
地
方
文
化
財

第
八
号

昭
和
5
1
年

佐
倉
市
文
化
財
保

護
協
会

◎
下
総
神
崎
寺
田
家
文
学
資
料
(

二
)
昭
和
軌
午

千
葉
県
立
上

総
博
物
館

◎
日
本
芸
術
院
史

日
本
芸
術
院

事
務
局

○
芥
川
龍
之
介
句
集
(
我
鬼
全
句
)

昭
和
軌
年

永
田
書
房

○
芥
川
龍
之
介
全
集

○
正
岡
子
規
全
集

○
梵
鐘

坪
井
良
平

昭
和
5
1
年

学
生
社

ー
4

-
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論
文
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随
筆
等
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-みる・かたる・つくる

明
治
3
6
年

○
新
銅
器
談
(
新
聞

「
日
本
」
1
 
1
月
2
0
日
̃
1
2
月
2
日
)

明
治
3
7
年

○
金
工
私
見
(
東
京

美
術
学
校
々
友
会
月
報
6
月
)

明
治
3
8
年

○
近
畿
の
金
工
作
品

調
査
一
斑

(
東
京
美
術
学
校

月
報
7
̃
8
月
・
考
古
界
‖
̃

1
2
月
)

明
治
4
3
年

○
宣
徳
銅
器
を
鋳
た

る
材
料
(
日
本
美
術
2
月
)

○

江
戸
の
鋳
物
師
(
東
京
美
術
学

校
々
友
会
月
報
6
月
。
日
本
美

術
8
月
)

明
治
4
5
年

○
や
ま
と
琴

(
東
京

美
術
学
校
々
友
会
月
報
7
月
)

大
正
元
年

○
南
部
領
内
の
古
金

文
(
考
古
学
雑
誌
4
・
8
月
)

大
正
2
年

○
足
利
ユ
キ

(
考
古

学
雑
誌
)

○
美
濃
国
十
六
発

見
銅
鐸
(
考
古
学
雑
誌
)

大
正
3
年

○
紀
年
に
つ
い
て

(
考
古
学
雑
誌
)

大
正
4
年

○
釣
鐘
の
寸
法
に
就

き
て

(
考
古
学
雑
誌
8
月
)

昭
和
3
牛

◎
金
属
工
芸
に
関
す

る
職
人
絵
画
の
解
(
中
央
史
壇

l
月
)

○
過
去
一
年
間
に
見

聞
の
古
工
芸
品

(
東
京
美
術
学

校
々
友
会
月
報
1
2
月
)

昭
和
4
年

○
原
安
民
の
事
(
芸

天
3
月
)

●

昭
和
5
年

○
轍
型
鋳
物
の
話

工
芸
美
術
を
語
る

昭
和
6
年

○
支
那
の
古
銅
器
(

書
道
全
集
1
0
月
)

○
飛
鳥
時

代
の
金
工

(
東
洋
美
術
特
集

日
本
美
術
史
第
二
冊
1
 
1
月
)

昭
和
7
年

○
古
金
石
に
あ
ら
お

れ
た
誓
文
(
宝
雲
l
月
)

○
武

蔵
川
口
鋳
エ
(
埼
玉
史
談
3
月
)

○
周
時
代
の
工
芸
(
学
科
智
識

7
月
)

○
香
取
神
宮
蔵
鏡
に

つ
い
て
(
な
の
か
7
月
)
・
〇
奈

良
時
代
の
金
工

(
日
本
美
術
史

三
奈
良
時
代
上
7
月
)

○
金

銅
五
鈷
鈴
(
宝
雲
8
月
)
○
釜

の
話
(
茶
と
花
1
0
̃
1
2
月
)

昭
和
8
年

○
奈
良
時
代
の
金
工

(
日
本
美
術
史
四

奈
良
時
代
中

2
月
)

昭
和
‖
年

○
日
本
工
芸
史
概
観

(
歴
史
公
論
1
月
)

○
身
辺
雑

観
(
塔
影
6
月
)

○
ほ
づ
ま
雑

記
(
阿
迦
雲
7
̃
8
月
)

昭
和
1
2
年

○
支
那
の
古
工
芸
(

塔
影
u
月
)

○
上
古
の
金
工

(
歴
史
公
論
l
月
)

○
近
詠
十

九
首
(
登
載
1
月
)

○
那
智

発
掘
の
大
日
像
(
書
説
4
月
)

昭
和
1
3
年

○
釣
鐘
の
話
(
科
野

雑
記
5
月
)

○
信
州
に
遊
ぶ

(
書
説
1
0
月
)

○
つ
り
鐘
の

話
(
国
史
回
顧
会
紀
要
1
2
月
)

昭
和
1
4
年

○
中
田
の
十
一
両
観

音
金
銅
像
(
芸
苑
巡
礼
6
月
)

○
釜
師
与
次
郎
(
星
岡
6
月
)

○
函
根
よ
り
(
重
税
9
月
)
○
誌

上
鑑
定
野
瀧
釜
(
好
古
n
月
)

昭
和
1
5
年

○
茶
湯
釜
(
星
間

1
月
)

○
迎
皇
紀
二
千
六
百
年

(
英
之
国
l
月
)

○
金
子
静
枝

の
伝
記
(
蓋
説
6
月
)

○
法

法
隆
寺
夢
殿
御
厨
子
落
慶
供
養

(
塞
説
7
月
)

○
正
木
先
生

の
琵
去
を
悼
む

(
書
説
4
月
)

○
飛
鳥
時
代
の
金
工

(
国
史
辞

典
)

○
江
戸
時
代
第
一
期
の

金
工
、
第
二
期
の
金
工
、
第
三

期
の
金
工

(
国
史
辞
典
)

昭
和
1
6
年

○
細
口
の
花
入
(
書

説
8
月
)

○
銘
物
花
入

「
有

明
月
」
(
蕾
説
9
月
)

○
茶
揚

釜
の
話
(
美
術
懇
話
会
々
報
‖

月
)

昭
和
1
7
年

○
茶
湯
釜
の
歴
史
(
茶

道
全
集
l
月
)

○
唐
物
久
兵

衛

(
書
説
1
月
)

○
御
正
射

(
懸
仏
)

に
つ
い
て

(
古
美
術

4
月
)

○
金
工
清
談

(
古
美

術
6
月
)

○
雲
竜
釜

(
書
説

8
月
)

○
愛
知
の
鉄
道
地
蔵

尊
(
蓋
説
9
月
)

昭
和
1
8
年

○
決
戦
下
の
銅
像
供

出
(
東
京
朝
日
新
聞
3
月
2
1
日
)

○
香
炉
釜
(
美
術
史
学
4
月
)

○
鐘
の
話
(
美
術
史
学
8
月
)

○
信
州
よ
り
(
美
術
史
学
9
月
)

○
歌
碑
除
幕
式
挨
拶

○
東
大

寺
大
仏
道
立
年
表
(
清
閑
u
月
)

●

昭
和
1
9
年

○
鏡
麿
師
の
伝
統
絶

ゆ

(
美
術
史
学
1
月
)

昭
和
2
0
年

○
米
収
を
討
つ
の
み

-
戦
争
と
古
美
術
の
保
存
-
(

信
濃
毎
日
5
月
2
1
日
)

昭
和
2
1
年

○
文
房
具
を
作
っ
た

鋳
師
と
蝦
型
い
も
の

(
翰
林
工

芸
9
月
)

○
里
山
辺
詠
革
(

科
野
雑
記
8
月
)

○
さ
と
や

ま
べ

(
我
流
1
2
月
)

昭
和
2
2
年

○
正
倉
院
の
金
工
に

つ
い
て

(
正
倉
院
の
研
究
上
)

○
津
田
信
夫
先
生
銅
像
除
幕
式

々
辞
(
1
2
月
1
4
日
)

昭
和
2
3
年

○
工
芸
談
義
(
月
明

5
月
)

○
芦
屋
作
楓
鹿
図
文

鉄
釜
に
就
い
て

(
国
華
8
月
)

○
奈
良
時
代
の
鋳
も
の

(
天
平

彫
刻
9
月
)

昭
和
2
4
午

○
格
堂
の
計
(
合
同

俳
句
1
月
)

○
歌
俳
交
互
請

謁
(
餌
8
月
)

○
正
倉
院
御

物
(
報
知
新
聞
u
月
7
日
)

昭
和
2
5
年

○
迦
陵
頻
伽
宝
相
華

文
金
銅
華
髪

(
国
華
4
月
)

○
正
岡
子
規
居
士
の
侶
頚

(
大

法
輸
4
月
)

○
菊
花
双
雀
鏡

(
国
華
8
月
)

○
桐
竹
鳳
凰

鏡

(
国
華
8
月
)

○
銅
鏡
の

研
磨
(
金
属
9
月
)

○
阿
弥

陀
堂
釜
の
こ
と

(
須
貴
1
2
月
)

昭
和
2
6
年

○
金
銅
仏
像
の
造
ら

れ
る
以
前
の
い
も
の

(
ブ
デ
ィ

ス
ト
マ
ガ
ジ
ン
2
月
)

○
正

岡
子
規
を
憶
ふ
-
五
十
年
忌
に

際
し
て

(
秋
田
魁
新
報

9
月

1
7
日
)

○
子
規
居
士
と
う
た

(
ゆ
う
ぴ
ん
1
0
月
)

昭
和
2
7
年

○
岡
麓
君
と
私

(
ア

ア
ラ
ラ
ギ
5
̃
6
月
)

○
書

籍
雑
記
(
中
央
公
論
7
月
)

○
銅
鐸
に
つ
い
て

(
ブ
デ
ィ
ス

ト
マ
ガ
ジ
ン
8
月
)

○
東
洋

美
術
に
就
い
て
(
天
地
人
1
0
月
)

〇
千
規
先
生
の
五
十
年
(
子
規

五
十
年
祭
協
賛
会
刊
「
正
岡
子

規
葛
的
月
)

昭
和
2
8
年

○
豆
の
り

(
月
明
1

月
)

○
石
井
秦
朗
翁
の
こ
と

(
料
理
の
手
帖
1
2
月
)

○
ゆ

が
め
ら
れ
た
大
仏

(
日
本
及
日

本
人
4
月
)

○
地
方
研
究
論

叢
序
二
志
茂
樹
先
生

還
暦

紀
念
会
刊
n
月
)

昭
和
2
9
年

○
撞
き
初
め
(
大
法

輪
1
月
)

注

論
文
・
随
筆
等
の
う
ち
、
単

行
本
と
な
っ
て
刊
行
さ
れ
た

も
の
は
割
愛
し
ま
し
た
。



みる・かたる・つくる-

第1回

千葉県秀作美術展
52年1月5日㈱へ1月23日(日)

本
館
で
は
、
開
館
以
来
。
近
代

房
総
の
美
術
家
た
ち
」
と
い
う
テ

-
マ
に
基
す
き
、
物
故
者
を
中
心

に
展
覧
会
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
郷
土
の
先
駆
者
た
ち

が
、
千
葉
県
内
は
い
う
ま
で
も
な

く
、
我
国
の
美
術
界
に
大
き
な
役

割
を
果
し
て
い
た
こ
と
が
再
認
識

さ
れ
ま
し
た
。

今
日
、
千
葉
県
に
は
こ
の
よ
う

な
先
駆
者
た
ち
が
残
し
た
伝
統
を

継
承
し
っ
つ
、
現
在
の
日
本
画
壇

に
重
き
を
置
き
、
か
つ
後
進
の
育

戌
に
当
っ
て
い
る
作
家
、
或
は
、

こ
の
伝
統
あ
る
土
壌
に
育
ち
な
が

ら
も
社
会
の
急
激
を
変
動
の
な
か

で
自
己
の
道
を
求
め
苦
闘
し
て
い

る
新
進
気
鋭
の
作
家
た
ち
が
多
数

に
の
ぼ
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
も

そ
の
中
に
は
美
術
界
に
重
要
な
位

置
を
占
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
の
た
び
の
展
覧
会
は
、
本
県

美
術
文
化
の
現
状
を
総
合
的
に
鑑

賞
し
て
い
た
た
く
た
め
、
千
葉
県

在
住
、
勤
務
、
出
身
及
び
県
内
で

活
動
し
て
い
る
作
家
の
過
去
二
年

間
(
昭
和
4
9
年
4
月
̃
軌
年
3
月
)

に
団
体
展
或
は
個
展
を
通
じ
て
発

表
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
美
術

評
論
家
・
作
家
を
代
表
す
る
選
考

委
員
1
5
名
に
よ
り
日
本
画
・
洋
画
・

彫
塑
・
工
芸
・
書
・
版
画
の
六
部

門
で
選
ば
れ
た
も
の
を
展
示
い
た

し
ま
す
。

各
世
代
各
傾
向
の
作
品
が
集
成

さ
れ
、
現
代
日
本
美
術
の
動
向
を

物
語
り
、
千
葉
県
の
美
術
の
世
界

に
何
ら
か
の
発
展
向
上
に
資
す
機

会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

千
葉
県
芸
術
祭

千
葉
県
芸
術
祭

第
2
8
回
県
展

H
月
3
目
㈱
̃
u
月
1
4
日
㈲

本
県
の
美
術
家
の
作
品
を
広
く

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
県
民
の
美

意
識
を
高
め
、
郷
土
美
術
文
化
の

振
興
と
情
操
の
純
化
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で

す
。
一
般
か
ら
の
応
募
点
数
も
多

く
、
美
術
へ
の
関
心
の
深
さ
を
示

す
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

第
8
回
千
葉
県
高
等
学
校
芸
術
祭

美
術
土
芸
・
書
道
展

日
月
2
0
日
脚
̃
u
月
2
8
日
㈲

こ
れ
は
県
内
の
生
徒
及
び
教
員

の
日
頃
の
活
動
と
成
果
を
発
表
す

る
展
覧
会
で
す
。
参
加
校
は
年
々

増
加
し
、
表
現
の
幅
も
広
が
り
、

毎
年
意
欲
あ
る
作
品
に
期
待
が
も

た
れ
て
い
ま
す
。

「
千
葉
県
の
文
化
財
」
写
真
展

1
 
1
月
2
0
日
㈲
̃
1
 
1
月
2
8
日
㈲

千
葉
県

写
真
家
協
会
の
創
立
0
0

年
を
記
念
し
、
協
会
の
目
的
で
あ

る
「
写
真
を
通
じ
て
千
葉
県
の
文

化
向
上
に
資
す
る
」
事
業
の
一
環

と
し
て
、
写
真
集
「
千
葉
県
の
文

化
財
-
建
造
物
を
二
〇
〇
余
名
会

員
の
総
力
を
得
て
制
作
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
展
覧
会
は
、
そ
の
中
か

ら
抜
粋
し
た
も
の
を
合
力
せ
、
一

九
七
六
年
に
於
け
る
千
葉
県
の
文

化
財
を
記
録
し
て
紹
介
す
る
も
の

で
す
。

常
設

収
蔵
作
品
展

‖
月
柳
日
出
̃
1
2
月
2
5
自
他

前
年
度
ま
で
、
近
代
房
総
の
美

術
家
た
ち
シ
リ
ー
ズ
に
よ
っ
て
す

で
に
紹
介
し
て
き
た
、
浅
井
忠
と

そ
の
師
弟
、
原
勝
郎
、
椿
貞
雄
、

石
橋
武
治
、
若
木
山
、
津
田
信
夫

浜
口
陽
三
を
加
え
た
作
家
コ
ー
ナ

ー
の
他
に
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫

塑
・
工
芸
・
書
の
秀
作
を
選
ん
で

展
示
し
ま
す
。浅

井
忠
作
・
婦
人
像

第
一
回
美
術
館
友
の
会

作
品
展
好
評
祖
に
終
る

1
0
月
5
日
㈹
̃
1
0
月
1
 
7
日
㈲
、

友
の
会
員
の
作
品
展
を
開
催
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
了
月
0
0
日
̃
8
月
l

日
・
8
月
2
重
日
̃
2
2
日
に
行
な
っ

た
2
回
の
絵
画
実
技
講
座
-
鉛
筆

デ
ッ
サ
ン
か
ら
水
彩
画
ま
で
ー
に

参
加
し
た
方
々
の
裸
婦
デ
ッ
サ
ン

及
び
水
彩
画
的
占
∵
更
に
友
の
会

貝
の
日
頃
の
力
作
4
9
点
を
加
え
て

展
示
し
ま
し
た
。

こ
の
実
技
講
座
は
初
め
て
の
試

み
で
あ
り
、
施
設
も
不
備
の
中
で

行
な
っ
た
も
の
で
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
終
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

デ
ッ
サ
ン
会
に
参
加
さ
れ
た
方

々
の
約
半
数
は
何
ら
か
の
形
で
日

頃
絵
に
親
し
ま
れ
て
い
る
方
で
し

た
が
、
あ
と
の
半
分
は
、
描
き
た

い
気
特
は
あ
っ
て
も
な
か
な
か
そ

の
機
会
も
な
く
、
絵
筆
を
持
つ
の

は
学
校
卒
業
以
来
と
い
う
方
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

講
師
の
懇
切
な
指
導
と
参
加
者

の
熱
心
を
態
度
に
よ
っ
て
予
想
以

上
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

展
覧
会
も
好
評
徳
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ー
6

-

●



難
敵
蔵
襲
離
愁
熊
閣
議
鏑
6
冨
9
爵

池
田
満
寿
矢
作
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ

ジ
ョ
イ
(
銅
版
画
集
9
組
1
 
8
枚
)

ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
ジ
ョ
イ
の
う
ち

購

入

若
木
山
作
・
波
上
海
女
図

二
曲
一
双
の
う
ち
左
隻

浜
口
陽
三
作
・
パ
リ
の
屋
根
・
舞

の
レ
モ
ン
‥
つ
い
き
ょ
う

(
銅

版
画
3
点
)

パ
リ
の
屋
根

●

石
井
加
代
氏
よ
り

鈴
木
鷲
湖
作

農
耕
の
図
l
点

浅
井
達
士
民
よ
り

浅
井
忠
作
・

習
作
墨
絵
(
ま
く
り
)
2
1
点
、
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
3
冊
、
ス
ケ
ッ

チ
4
枚
、
図
案
草
稿
6
枚
、
写

本
9
冊
、
写
本
4
2
枚
、
教
科
書

制
付
用
草
稿
7
9
枚

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
部
分

日
誌
3
冊
、
英
文
原
稿
6
冊
、

原
稿
及
び
写
し
6
枚
、
黙
語
作

品
集
、
家
族
写
真
、
作
品
絵
葉

書
3
枚
、
書
的
枚
、
短
冊
2
枚
。

池
辺
義
象
書
簡
。
霜
鳥
之
彦
作

都
鳥
英
喜
像
。

霜
鳥
之
彦
作

都
鳥
実
害
像

萩
嘔
作
・
A
つ
g
e
-
e
s
・
B
i
営
d
s
・

c
○
○
各
d
s
・
讐
e
a
‡
s
・
細
さ
S
C
O
-
s

(
ア
ク
リ
ル
5
点
)

左
記
資
料
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

-みる・かたる・つくる

農
耕
の
図

一三三〇二一

遵
守
由
枝
氏
よ
り

若
木
山
作
・

常
陸
乙
女
、
安
房
ノ
海
乙
女
、

海
女
、
池
の
春
。

池
の
春

言
∴
、
畔

上

\
‥
所
詮
)

㍉
野
草
㌻
油
-

都
鳥
成
一
氏
よ
り

浅
井
忠
作
・

武
士
の
山
狩
墨
線
画
㈱
㈹
2
点

二
十
会
日
誌
、
蛙
の
印
材
、
天

燈
鬼
燈
籠
型
ス
タ
ン
ド
。
浅
井

忠
関
係
資
料
・
武
士
の
山
狩
制

作
写
真
、
使
用
絵
具
箱
、
教
科

書
割
付
用
ゲ
ラ
刷
、
手
帳
及
び



みる・かたる・つくる-

◆◆

講
演
会
・
講

座

̃
講
習
会
・
解
説
会

◆◆◆●

日
曜
と
祝
日

9
月
管
(
秋
分
の
日
)
か
ら
日

に
バ
ス
運
行

曜
・
祝
日
に
限
り
パ
ス
が
運
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

千葉駅発 美術館発 

そごうデパート前 

玄関北側 9;55 

:二二二: 
9:40 

10:10 10:25 

10:40 11:00 

ll:重5 12:25 

12;40 12:55 

13:10 宣3:25 

13:40 14:20 

14:35 14:50 

15:05 15:30 

15:45 16:00 

料金 大人60円 子ども30円 

第
三
回
実
技
講
座

版
画
の
つ
く
り
か
た

ー
木
版
画
-

本
年
度
第
三
回
目
の
実
技
講
座

と
し
て
、
年
賀
状
な
ど
へ
応
用
で

き
る
木
版
画
の
読
替
会
を
開
催
し

ま
す
。
下
絵
か
ら
彫
る
・
刷
る
ま

で
を
初
歩
か
ら
指
導
し
、
ど
な
た

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
楽
し
い

入
門
講
座
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

主
催

千
葉
県
立
美
術
館

後
援

千
葉
県
立
美
術
館
友
の
会

諮
師

長
谷
川
昂
氏
(
日
展
・
日

彫
会
会
員
、
県
美
術
会
常

任
理
事
)

期
日

昭
和
5
 
1
年
1
 
1
月
2
7
日
出
・

2
8
日
㈲

時
間

午
前
1
0
時
̃
午
後
4
時

会
場

千
葉
県
立
美
術
館
研
究
工

作
室

募
集
人
員

4
0
名
(
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
)

会
費

無
料
(
但
し
、
材
料
費
等

は
参
加
者
負
担
)

用
具

追
っ
て
参
加
者
に
通
知

申
し
込
み

希
望
者
は
、
往
復
葉

書
で
美
術
館
普
及
係
又
は

友
の
会
事
務
局
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

鮪
切
目

u
月
1
5
日

団

体

展

▼
千
葉
市
水
墨
画
同
好
会
展

1
0
・
5
̃
1
0
・
1
0

無
料

▼
文
化
書
道
県
連
展

1
0
・
1
2
̃
1
0
・
1
7

無
料

▼
第
2
3
回
千
葉
県
勤
労
者
美
術
展

1
0
・
1
9
̃
1
0
・
2
4

無
料

▼
千
葉
県
大
学
美
術
連
盟
展

1
1
・
3
0
̃
1
2
・
5

無
料

▼
第
2
1
園
子
と
も
県
展

1
2
・
7
̃
1
2
・
1
9

無
料

▼
登
龍
社
宮
坂
会
第
1
2
回
書
初
展

5
2
・
1
・
n
̃
l
・
1
6

無
料

▼
千
葉
大
学
教
養
学
部
美
術
科
卒

業
制
作
展

1
・
2
5
̃
l
・
0
0

無
料

▼
第
2
9
回
千
葉
県
小
・
中
・
高
校

書
初
展2

・
1
̃
2
・
6

無
料

▼
千
葉
大
学
教
養
学
部
書
道
科
卒

業
制
作
展

2
・
8
̃
2
・
重
3

無
料

▼
第
2
回
千
葉
県
民
写
真
展

2
・
2
2
̃
3
・
6

無
料

▼
第
8
回
千
葉
市
民
美
術
展

3
・
1
2
̃
3
・
2
7

無
料

●

30 26 15

日

誌

抄

5
1
年
6
月
̃
8
月

登
録
博
物
館
と
し
て
県
報
に

告
示
さ
れ
る
。
登
録
番
号
第

9
号
昭
和
5
1
年
4
月
2
6
日
付

松
戸
一
中
P
・
T
・
A
来
館

多
古
中
P
・
T
・
A
来
館

松
戸
梨
香
合
小
P
・
T
・
A

来
館

30 27 23 22 1

辰
己
台
中
P
・
T
・
A
来
館

仁
戸
名
若
草
町
内
会
来
館

的
日
ま
で
博
物
館
学
実
習
を

行
な
う
。
実
習
生
6
名

子
ど
も
の
絵
展
始
ま
る
。
展

示
点
数
二
〇
四
点

8
月
l
日
ま
で
絵
画
実
技
講

座
-
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
か
ら
水

彩
画
ま
で
-
を
行
な
う
。
参

加
人
数
4
0
名

8
日
生

6

木
更
津
高
校
P
・
T
・
A
、

多
古
町
教
育
関
係
者
来
館

7

文
化
庁
買
上
優
秀
美
術
作
品

展
始
ま
る
。
展
示
点
数
6
6
点

9

友
の
会
役
員
会
開
催

1
7

多
古
第
一
小
・
興
薪
小
P
・

T
・
A
来
館

2
1

2
2
日
ま
で
絵
画
実
技
講
座
-

鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
か
ら
水
彩
画

ま
で
-
を
行
な
う
。
参
加
人

数
4
0
名


